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島
田
酒
造
か
ら
遠
望
す
る
美
し
き
興
居
島
・
伊
予
の
小
冨
士
。

初
代
・
冨
士
太
郎
氏
は
「
瀬
戸
内
海
の
幸
に
合
う
酒
を
醸
す
」

の
思
い
を
込
め
、「
小
冨
士
」
と
命
名
し
て
い
ま
す
。

　

思
い
を
継
ぐ
４
代
目
の
現
代
表
・
島
田
達
也
さ
ん
は
経
営
者

杜
氏
と
し
て
８
年
。
小
さ
な
酒
蔵
に
は
自
ら
の
手
で
慈い

つ
くし
み
育

て
る
、
魂
を
込
め
た
酒
造
り
が
あ
り
ま
す
。
蒸
米
は
和
釜
の
上

で
、
ボ
イ
ラ
ー
よ
り
も
火
力
の
強
い
バ
ー
ナ
ー
で
一
気
に
蒸
し

あ
げ
ま
す
。
し
ぼ
り
は
一
般
的
な
ヤ
ブ
タ
式
（
自
動
圧
搾
機
）

で
な
く
、一
袋
一
袋
醪も

ろ
みを
流
し
込
み
酒さ

か

槽ぶ
ね

で
し
ぼ
る
槽ふ

ね

し
ぼ
り
。

火
入
れ
（
殺
菌
処
理
）
は
、
通
常
行
う
酒
を
温
め
た
後
の
瓶
詰

め
で
な
く
、
全
酒
を
冷
た
い
ま
ま
に
一
本
ず
つ
瓶
に
詰
め
、
湯

釜
に
浸
け
る
瓶び

ん

燗か
ん

式
で
す
。
大
変
な
労
力
や
時
間
を
要
し
ま
す

が
、雑
味
が
少
な
く
爽
や
か
な
澄
ん
だ
香
り
が
活
き
て
い
ま
す
。

「
同
業
者
も
見
学
に
来
ら
れ
、
昔
な
が
ら
の
作
業
工
程
や
仕
込

道
具
に
驚
か
れ
ま
す
。（
新
し
い
）
設
備
が
な
い
の
に
も
ビ
ッ

ク
リ
さ
れ
ま
す
が
（
笑
）」
と
島
田
達
也
さ
ん
。

　

そ
こ
に
は
「
日
本
酒
は
料
理
の
た
め
の
飲
み
物
」
と
い
う
信

念
が
あ
り
ま
す
。
一
口
飲
ん
で
う
な
る
華
や
か
さ
よ
り
、
存
在

感
は
あ
る
が
出
し
ゃ
ば
ら
な
い
、
し
っ
か
り
し
た
旨
味
と
ほ
の

か
な
香
り
で
、
肴
の
旨
さ
を
引
き
出
す
名
脇
役
た
る
「
深
い
辛

口
酒
」
一
筋
に
。「
つ
ま
み
が
よ
く
出
る
」
と
求
め
る
飲
食
店

が
多
い
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

島田酒造株式会社
代表銘柄	 小冨士
創　　業	 1895年（明治28年）
代 表 者	 代表取締役　島田　逹也
住　　所	 東温市志津川1445
T E L	 089-964-2111

▼

創
業
１
２
０
周
年
を
迎
え
、
新
築
さ
れ
た
島
田
酒
造
と
、
４
代
目
・
島
田
達
也
さ
ん

▼
現
存
す
る
築
２
５
０
年
の
蔵 愛

媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り

小
冨
士

５
▲（右から）雑味を抑え、シャープな切れ味「超辛口」。
甘酸っぱい仕上がりの「しずく媛」。米と大吟醸酒
で仕込む異色の酒「貴醸酒（きじょうしゅ）」は独
特のとろみと深い味わい
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かっこいい農業
 佐々木　貴浩さん

●10　　 トピックス

	 ㈱えひめ飲料「POMアシタノカラダみかんジュース」
	 β-クリプトキサンチンを使用した飲料で初めて
	 消費者庁に「機能性表示食品」として届出が受理されました！

●11　　 TOPIC NEWS

●14　　 なんでもBOX

●15　　 統計BOX

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉里芋（伊予美人）

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　秋のやわらかい光が山の斜面を包み込
んでいます。海からの照り返しがキラキ
ラキラ、ミカンもダイヤモンドのように
キラキラキラ。ミカン山はアルバイター
さんも子どもたちも、みんなみんなの手
を借りて大忙しの収穫期です。愛犬ポチ
も一緒に元気にお手伝い？　故郷を離れ
たあの方にも、風景と一緒に届けたい、
今年もおいしいミカンです。
●表紙：ミカンの収穫
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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　ＪＡ全農えひめとグループ会社は、10月31日㈯
松山市大可賀のアイテムえひめで、「レインボーフェ
スティバル in えひめ2015」を開きました。当日
は好天にも恵まれ、家族連れなど22,000人の方
が来場し、会場は終日賑わいました。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

と
グ
ル
ー
プ
会
社
が
「
生
産
者
と
消
費
者

を
安
心
で
結
ぶ
懸
け
橋
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
し
て
い
る
県
内
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。「
豊
か
な
食
文
化

の
創
造
」「
愛
媛
農
業
へ
の
理
解
促
進
」

に
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

今
回
が
23
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
グ

ル
ー
プ
会
社
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
組
織
、

関
連
団
体
な
ど
約
40
の
団
体
が
、
自
慢
の

農
畜
産
物･

特
産
品
な
ど
を
出
品
し
、
試

食
や
袋
詰
め
放
題
、
つ
か
み
ど
り
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
な
が
ら
即
売
・
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。

ま
た
、
お
に
ぎ
り
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
づ
く
り
や
餅
つ
き
、
み
か
ん
や

菌
床
し
い
た
け
の
擬
似
収
穫
体
験
、
寄
せ

植
え
体
験
、
農
機
試
乗
、
Ｐ
Ｏ
Ｍ
ジ
ュ
ー

ス
蛇
口
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
、
食
と
農
の
大
切
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
イ
ベ
ン
ト
」、「
に
こ
ま
る
60
㎏
や
愛
媛

の
ブ
ラ
ン
ド
肉
な
ど
が
当
た
る
大
抽
選

会
」「
た
べ
も
の
い
っ
ぱ
い
！
も
ぐ
も
ぐ

コ
ン
サ
ー
ト
」「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ゴ
ー
ス

ト
シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
」
で
は

○
×
ク
イ
ズ
や
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
の
パ
ン

～生産者と消費者を結ぶ交流イベントに２万2,000人来場！～
in えひめ2015in えひめ2015



▲オレンジロードイベントでみかんをもらって

▲つきたてお餅がおいしそう

▲ホットケーキにうまく描けました

▲手づくりマヨネーズがで
きて大満足！▲POM石川佳純すご技動画に挑戦して

みごと成功！ 賞品ゲット
▲お餅できました

！

▲菌床椎茸の収穫

▲愛媛のお肉サイコー！

▲手づくりポップコーンは美味
しいね（料理はやっぱりガス
エネルギー）

▲柿もおいしい（ＪＡ愛媛たいき）

▲おにぎり上手にできました

▲ポンジュース蛇口でピース

▲みきゃんのお絵かき（えひめ愛フード
推進機構）

▲ハロウィン衣装で来場

▲ひめとんと一緒に

▲POMガラポン抽選会で賞
品ゲット！

3

フ
配
布
な
ど
を
通
じ
て
、
11
月
３
日
「
み

か
ん
の
日
」
か
ら
４
月
14
日
「
オ
レ
ン
ジ

デ
ー
」
ま
で
取
り
組
む
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

畜
産
ブ
ー
ス
で
は
、「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー

ク
」・
伊
予
牛「
絹
の
味
」の
試
食
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
。
生
産
者
ら
が
そ
の
場
で
焼
い
た

焼
肉
の
試
食
と
く
じ
引
き
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ

と
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
に
イ
ベ
ン
ト
を
よ
り

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
愛
媛
県
産

米
「
に
こ
ま
る
」
や
ブ
ラ
ン
ド
肉
を
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
、
２
回
に
分
け
て
「
に
こ
ま
る

60
㎏
や
愛
媛
の
ブ
ラ
ン
ド
肉
な
ど
が
当
た

る
大
抽
選
会
」
を
実
施
。
１
、５
０
０
円

分
以
上
購
入
の
方
が
対
象
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
応
募
が
あ
り
好
評
で
し
た
。

　

な
お
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」
売
上

金
全
額
と
会
場
内
の
募
金
箱
を
通
じ
て
集

ま
っ
た
合
計
９
万
４
、８
６
１
円
は
、
全

農
全
国
統
一
活
動
と
し
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末

た
す
け
あ
い
」
に
全
額
寄
付
し
ま
す
。

　

今
回
は
、新
た
に
「
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
」
コ
ー

ナ
ー
、「
Ｊ
Ａ
共
済
連
愛
媛
コ
ー
ナ
ー
」

の
参
加
も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
知
っ
て

い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
Ｊ
Ａ
・
団
体
の
皆
様
に
出
品
参

加
等
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美味しいみかんが一杯食べれるね！美味しいみかんが一杯食べれるね！



▲餅つき実演販売（農青連と女性協の皆さん） ▲みかん袋詰め放題（ＪＡにしうわ）

▲愛媛県椎茸同志会は乾椎茸す
くいどり

▲ＪＡ松山市はお米やピーマ
ンの袋詰め放題など

▲ＪＡおちいまばり仙高ポークの豚串焼き

▲ＪＡえひめ南山芋研究会

▲ＪＡ今治立花のレンコンはあっという間に完売

▲柿の試食や袋詰め放題でＰＲ（ＪＡ愛媛たいき）

▲ＪＡえひめ南特産品センターみなみくん

▲ＪＡえひめ中央小田ふるさと市

▲ＪＡえひめ中央中山ふるさと市

▲味噌汁試飲も交えて

▲ＪＡにしうわ八協共選の皆さんは完成
したばかりというみきゃん販促資材を
使ってPR

▲ＪＡ周桑味噌等の販売

▲ＪＡひがしうわれんげ市場

▲乾椎茸料理の提案＆試食も

4



▲畜産部の試食コーナー ▲伊予牛「絹の味」鉄板焼きも絶好調

▲えひめ愛フード推進機構はみきゃんお絵描きや
ブランド産品PR

▲米麦生産者組織協議会はおこめんなどを販売

▲大野ヶ原のアイス・大根販売

▲NHK松山放送局のブースで
は食育クイズ

▲野菜生産者組織協議会は野菜たっぷりカレーや
伊予美人ジェラートを販売

▲人気者「みきゃん」も大活躍

▲卵袋詰め放題（ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱）

▲ＪＡホームコーナー

▲野菜たっぷりカレー

▲大盛りの伊予牛「絹の味」鉄板焼きに満足

▲愛媛県食肉消費対策協議会の試食＆アンケート
にも長蛇の列

▲茶業振興協議会はお茶の販
売＆ジェラート

▲里芋「伊予美人」の芋炊き（直販課）

▲ＪＡ共済連愛媛コーナー

▲㈱えひめ飲料ガラポン抽選会も人気

5



◆ 愛媛県産にこまるで
　 おにぎりづくりに挑戦

◆ 餅つき体験

◆ POM石川佳純すご技動画に挑戦コーナー

▲POMジュース蛇口

擬似収穫体験コーナー
　ブースにみかんの樹を持ち込んでみかんの擬似収穫や菌床椎茸ブロックに発生
している生椎茸の収穫、原木椎茸や里芋「伊予美人」の土の中の様子を展示。収
穫の喜びや農産物の栽培の様子を実感してもらいました。

◆ 擬似収穫体験＆寄せ植えコーナー

▲みかんの擬似収穫体験

▲寄せ植えで土に親しむ ▲菌床椎茸の成長過程や里芋、原木椎茸を展示

▲大型農機に試乗
▲料理はやっぱりガスエネルギー
　「ポップコーンづくり」

▲卵を割ってマヨネーズづくり ▲手づくりマヨネーズの味はサイコー！

◆ マヨネーズづくり

6



　会場内メインステージで開催した「愛媛県産にこまる60㎏や
ブランド肉などが当たる大抽選会」において、目玉商品「愛媛県
産にこまる60㎏」に当選した尾崎千里さん（松山市）、山本愛さ
ん（松山市）ほか、各賞の当選者を発表いたしました。
　なお、当選者の皆様には、事務局より電話連絡の上、賞品を発
送いたします。

　会場内のレインボー郵便局（日本郵便株式会社
四国支社）が実施した「みかん数当てクイズ」の
正解は、「1,871個」（郵便事業が開始された1871
年にちなんだ数字）でした。残念ながら正解者は
おられませんでしたが、日本郵便株式会社四国支
社より、正解に近かった方10名様に「プチみかん」
３㎏が贈られます。当選者は賞品発送をもって発表
に代えさせていただきますので、ご了承ください。

　会場内のブースで「NHK歳末たすけあい」の募
金箱を設置したところ、１,161円の募金が集まり
ました。募金箱で集まったお金に加え、JA全農え
ひめとグループ会社の従業員が持ち寄った善意の
品を販売したチャリティーバザーの売上金全額と
あわせて、NHK松山放送局に贈呈する予定です。
ご協力ありがとうございました。

▲2015愛媛みかん大使が４月
14日「オレ

ンジデー」までの道のり＝オ
レンジロー

ドを紹介
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家
内
の
両
親
は
朝
早
く
か
ら
畑
へ
出
向

き
、
作
物
達
の
状
態
を
見
る
こ
と
が
日
課
で

あ
る
。
休
日
も
な
く
本
当
に
働
き
者
だ
。
肌

の
色
が
チ
ラ
ホ
ラ
見
え
る
軍
手
を
は
め
、
手

入
れ
の
行
き
届
い
た
ピ
カ
ピ
カ
の
黒
ク
ワ
を

右
手
に
握
る
。
ま
た
真
っ
青
な
空
に
枯
草
色

の
麦
藁
帽
子
か
ら
覗
く
白
い
歯
が
よ
く
映
え

る
。
私
は
そ
の
小
さ
く
な
っ
て
い
く
丸
い
背

中
を
い
つ
も
見
つ
め
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

い
つ
か
ら
だ
ろ
う
？　

そ
の
背
中
を
「
助
け

た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
。

　
当
時
18
歳
。「
学
業
」
か
ら
「
修
業
」
に
！

　

高
校
卒
業
後
、
私
は
松
山
市
内
の
複
合
施

設
ホ
テ
ル
に
就
職
し
た
。
実
家
が
割
烹
料
理

店
だ
っ
た
の
も
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
厨
房
の

手
伝
い
を
し
て
き
た
。
当
時
、
将
来
の
自
分

は
両
親
同
様
、
料
理
の
道
を
歩
む
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
、
勤
務
先
の
ホ
テ
ル
で
は
厨
房

内
で
修
業
に
励
ん
で
い
た
。
こ
の
時
代
、
日

本
は
バ
ブ
ル
後
で
世
の
景
気
も
ま
だ
ま
だ
良

く
『
高
級
料
理
』
の
需
要
も
高
く
、
高
級
車

に
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
、
毛
皮
の
コ
ー
ト
の
人

達
が
沢
山
出
入
り
し
て
い
た
。
そ
ん
な
裏
側

の
厨
房
で
汗
を
拭
い
な
が
ら
「
早
く
一
人
前

に！
」と
一
生
懸
命
だ
っ
た
の
が
懐
か
し
い
。

　
当
時
26
歳
。「
作
る
」
か
ら
「
創
る
」
に
！

　

い
つ
し
か
料
理
を
作
る
厨
房
か
ら
客
席
で

あ
る
ホ
ー
ル
側
に
専
念
し
は
じ
め
、
当
時
、

お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
様
々
な
企

画
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で

も
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
店
内
ス
ペ
ー
ス
で
行
う

「
演
出
」
が
ヒ
ッ
ト
し
、
私
は
自
ら
の
店
を

出
店
し
実
業
家
と
な
っ
た
。

　
当
時
35
歳
。「
天
職
」
と
「
転
職
」

　

飲
食
店
と
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
融
合
し
た
店

は
仲
間
達
の
お
陰
で
繁
盛
し
、
店
舗
展
開
も

十
数
店
に
わ
た
っ
た
。
し
か
し
反
面
、
人
の

入
れ
代
わ
り
が
激
し
い
業
界
と
い
う
の
も
あ

り
、
沢
山
の
出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
し
て

い
く
度
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と

自
問
自
答
す
る
日
が
増
え
て
い
っ
た
。

か
っ
こ
い
い
農
業

TAKAHIRO SASAKI佐々木　貴浩
農業生産法人ｈプロジェクト㈱代表。昭和43年２月26日生ま
れ、新居浜市出身、松山市在住。県立新居浜商業高等学校卒業
後、松山総合開発㈱、㈱大阪レジャー開発勤務を経て、平成５
年にエム・コーポレーション㈱設立など、20年にわたりレス
トランやバーなどの飲食業に携わる。平成23年６月、義父の
栽培する野菜をきっかけに、おいしい野菜の差別化を図ろうと、
農業生産法人ｈプロジェクトを設立。愛媛のおいしい食の全国
PRに力を注ぎ、農業と別の視点から農業をアピールし若者の
就農増加を目指すなど、ユニークな活動で注目を集めている。
◆農業生産法人ｈプロジェクト㈱
http://www.ehime-hpro.com/
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当
時
40
歳
。「
温
故
知
新
」

　

私
の
第
２
の
人
生
が
始
ま
る
。
約
20
年
間

飲
食
業
を
続
け
て
き
た
私
に
と
っ
て
思
い
も

よ
ら
な
い「
農
業
」と
い
う
分
野
で
の
ス
タ
ー

ト
を
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
農
業
」
と
の
出
会
い
は
家
内
の
両
親
。

２
人
は
松
山
市
の
自
然
豊
か
な
中
野
町
で
農

業
を
営
ん
で
い
た
。
両
親
の
作
る
野
菜
は
本

当
に
美
味
し
く
て
、
最
初
に
食
べ
た
白
菜
の

甘
さ
に
衝
撃
を
受
け
、
今
ま
で
の
野
菜
に
対

す
る
感
覚
を
一
気
に
変
え
た
。
中
野
町
の
特

徴
は
他
の
土
地
と
比
べ
寒
暖
の
差
が
大
き

く
、
水
の
綺
麗
な
と
こ
ろ
。
そ
の
た
め
バ
ラ

ン
ス
の
摂
れ
た
甘
み
あ
る
お
米
や
味
の
濃

い
、
う
ま
い
野
菜
が
育
つ
。
そ
ん
な
農
作
物

を
育
て
る
環
境
に
最
適
な
土
地
に
も
か
か
わ

ら
ず
中
野
町
で
は
農
業
に
従
事
す
る
「
人
」

が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
愛
媛
県

全
体
の
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
耕
作
放
棄
地

率
21
・
９
％
、
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
５
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、

農
家
の
方
々
は
先
祖
代
々
の
農
地
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
今
日
も
安
心
安
全
な
農
作
物
作

り
に
専
念
し
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
農
家
の

方
々
を
見
て
い
る
と
な
ん
と
か
こ
の
技
術
や

農
業
に
対
す
る
想
い
を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
、
心
の
底
か
ら
感
じ
た
。

　

こ
の
想
い
か
ら
平
成
23
年
６
月
に
「
ｈ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
さ
せ
、
農
業
生
産
法

人
の
認
可
を
受
け
、
農
業
ア
イ
ド
ル
「
愛え

の

葉は

ガ
ー
ル
ズ
」
を
結
成
さ
せ
た
。
今
後
は
さ

ら
に
後
継
者
を
増
や
し
技
術
を
受
け
継
ぎ
、

価
値
あ
る
も
の
で
流
通
さ
せ
た
い
。し
か
し
、

今
の
農
業
に
は
、
も
う
時
間
が
な
い
。
そ
の

た
め
に
少
し
で
も
農
業
離
れ
す
る
若
者
に
農

業
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
だ
。
例
え
ば
現

代
っ
子
で
流
行
し
て
い
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と

コ
ラ
ボ
さ
せ
た
「
農
業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
で

あ
っ
た
り
、
素
材
そ
の
も
の
を
生
で
感
じ
て

も
ら
え
る
「
農
業
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
あ
っ
た

り
。
そ
ん
な
我
々
の
展
望
は
農
業
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
る
こ
と
、｢

か
っ
こ
い
い
農
業｣

を

広
め
る
こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら
先
も
さ
ま
ざ
ま

な
壁
が
待
ち
受
け
て
い
る
だ
ろ
う
。
立
ち
止

ま
り
考
え
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

そ
れ
で
も
、
我
々
の
い
ち
ば
ん
身
近
に
あ
る

存
在
を
我
々
の
手
で
守
っ
て
い
き
た
い
。

　

ミ
ラ
イ
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
イ
マ
を
生
き
る
私
た
ち
が
明
る
い
農
業

を
創
る
え
が
お
の
種
ま
き
を
し
て
い
き
た
い
。

▲佐々木貴浩さんと、愛媛のイベントに引っ張りだこの愛の葉ガールズ

▲温故知新の農業文化を、ミライを生きる子
どもたちに伝えます！　と意気込む愛の葉
ガールズ
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トピックス

㈱えひめ飲料
「POMアシタノカラダみかんジュース」

β-クリプトキサンチンを使用した飲料で初めて
消費者庁に「機能性表示食品」として届出が受理されました！

みかん由来の色素β-クリプトキサンチンは、温州
みかんに多く含まれ、様々な研究成果が報告され
ている注目の成分です。
温州みかんの濃厚でコクのある味わいがお楽しみ
いただけます。

◆�「POMアシタノカラダ」は、平成22年から３年間実施された「農
林水産省実用技術開発事業※１の研究成果を活かして開発していま
す。β-クリプトキサンチンの効果を科学的に確かめる試験に使用
されたみかんジュースをそのまま商品にしました。

※１農林水産省新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業委託事業
　　【代表機関：（独）農研機構果樹研究所】

▲「POMアシタノカラダみかんジュース」
　価格は、１ケース（24本入り）3,110円（税込み・送料別）

　㈱えひめ飲料の「POMアシタノカラダみ
かんジュース」が、10月15日、β-クリプト
キサンチン（β-CRP）を使用した飲料では
初めて、消費者庁から「機能性表示食品」と
して届出が受理されました。全農グループで
も「機能性表示食品」として届出が受理され
たのは同商品が初めてです。
　β-CRPは、温州みかんに多く含まれ、骨
の良好な代謝を助けることにより、骨の健康
維持に役立つことが報告されている機能性成
分。「機能性表示食品」制度は、消費者庁に
受理された健康への効果は、事業者の責任で
商品に表示できる制度で、特定保健用食品、
栄養機能食品に続き、今年４月にスタートし
たもので、10月15日時点で100品以上が公表
されていますが、β-CRPを使用した飲料が
届出を受理されたのは同商品が初めてです。
　同商品は、㈱えひめ飲料独自の製法により、
（125㎖紙パック）１本あたり、ミカン約３個
分のβ-CRP３㎎を含むミカンジュース。平
成25年３月４日から、「POMアシタノカラダ
みかんジュース」として、同社のネットショッ
プ「POMまじめな宅配便」で限定販売して
います。
　㈱えひめ飲料は、今回の「機能性表示食
品」としての受理を受けて、来年１月から機
能性を表示したパッケージに切り替える予定
です。
　同社は、「更年期以降の女性のほか、骨の
健康が気になる方に商品をアピールし、販売
拡大につなげたい」と意気込んでいます。
　商品についての詳細は、㈱えひめ飲料ホー
ムページまでお願いします。
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●27年度愛媛県園芸大会

「愛顔でつなぐ　愛媛のかんきつ」をテーマに開催！
　愛媛県とＪＡ全農えひめ、愛媛県果樹同志会
は、10月16日、松山市の㈱えひめ飲料で、「愛
顔でつなぐ　愛媛のかんきつ」をテーマに、平
成27年度愛媛県園芸大会を開きました。
　大会は昭和22年から果樹農業の振興をめざし
毎年開催。今回は、生産者、ＪＡ・市場等から
関係者約520人が出席。園芸功労者表彰、26年
度優良卸売会社として㈱奈良大果の表彰、指定
卸売会社に指定証交付などを行いました。
　大会宣言では、果樹への影響が懸念される
TPPや農業改革等が進められようとしている
中で、消費者が求める安全・安心で美味しい高
品質果実を安定的に供給するとともに周年供給
することでさらなる愛媛確立を目指すこと、将
来に明るい展望を持って経営に専念でき、次代
の後継者に安心して経営をつなぐため、最大
限の自助努力の発揮を確認。①天候に負ける
な！　 うまいかんきつを消費者へ、②産地連
携「チームえひめ」で計画出荷、③生産履歴で
安全・安心な柑橘を愛媛から、④食育で未来に
つなぐ　愛媛のくだもの−のスローガンを満場
一致で採択しました。
　また、2015愛媛みかん大使の４人の紹介、Ｊ
Ａ全農えひめから、27年産愛媛産柑橘の生産販
売状況と宣伝計画についての報告、果樹試験研
究推進協議会コーディネーターの矢野昌充さん
から「みかんを健康アピールで販売～今年４月
から機能性表示が可能になりました～」と題し
た講演がありました。
　なお、平成27年度園芸功労者表彰受賞者は次
の皆さん（敬称略・ＪＡ名の方は職員）。
【愛媛県農産園芸功労知事表彰】
▽渡部憲明（今治市）▽永安久男（伊予市）▽

村田彰三（八幡浜市）▽日高陽子（大洲市）
【果樹産業振興桐野基金果樹産業功労者表彰】
▽近藤勉（西条市）▽原博彦（上島町）▽清水
壯一郎（伊予市）▽安永好男（松山市）▽若宮
清志（内子町）▽二宮雅男（八幡浜市）▽清家
友子（宇和島市）
【果樹産業振興全農愛媛県本部長賞】
▽渡部正義（ＪＡおちいまばり）▽杉野等（Ｊ
Ａえひめ中央）▽渡邉章二（同）▽林正徳（Ｊ
Ａにしうわ）▽清家保司（ＪＡえひめ南）

▲�知事表彰を受ける渡部さん

●平成27年度愛媛県農林水産参観デー

ＪＡ全農えひめは米の食味分析や資材等を展示
　10月１日～２日の２日間、愛媛県農林水産研
究所と同果樹研究センターで、研究成果を生産
者や関係者に広く知ってもらおうと、「魅せま
す　えひめの農林水産業！　明日を支える品種
と技術」をテーマに「平成27年度愛媛県農林水
産参観デー」が開催されました。
　ＪＡ全農えひめは今年も愛媛県農林水産研究
所で肥料・農薬やハウス・農機等資材の紹介・
展示のほか、来場者が持ち寄ったお米の食味分
析を実施。果樹研究センターでは、協賛展とし
て愛媛県くり研究同志会主催のくり品評会の出
品果実と立木部門入賞ほ場のパネルを展示紹
介、かんきつ・落葉果樹の展示を行いました。
　このほか会場では、愛媛の新品種紹介や高品

質・安定生産・省力化などに向けた新技術等の
紹介が行われ、県内各地から大勢の方が来場し
賑わいました。
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●平成27年度「愛媛県くり品評会」

農林水産大臣賞に稲積清重さんと稲本裕子さん

●㈱ひめライス協賛「第39回テレビ愛媛杯愛媛県ママさんバレーボール大会」

「インティ御荘」初優勝！　 ひめライスはママさんバレー応援

　ＪＡ全農えひめと愛媛県くり研究同志会は、
９月30日、平成27年度「愛媛県くり品評会」を
開催し入賞者を決定しました。最高位の農林水
産大臣賞は立木部門が稲積清重さん（ＪＡ愛媛
たいき）・果実部門は稲本裕子さん（ＪＡえひ
め中央）が選ばれました。表彰式は12月８日に
行われます。
　品評会は、全国生産量第３位を誇る愛媛県の
栗の栽培技術・品質の向上と生産意欲の高揚、
生産振興をめざして毎年開催しています。今年
は、立木部門に11点（前年12点）、果実部門に
39点（前年49点）の出品がありました。立木部
門は８月に審査を実施。９月30日の果実部門審
査会では県・同志会・ＪＡ全農えひめの関係者
が、果実の形や玉揃いなどを審査し、各賞を決
定しました。出品果実は、10月１～２日に、県
果樹研究センターで行われた「愛媛県農林水産
参観デー」で展示しました。
　その他の受賞者は次の皆さんです（カッコ内
はＪＡ名・敬称略）。
【立木部門】▽愛媛県知事賞＝山下義雄（ひが

しうわ）▽全農愛媛県本部長賞＝三ツ井守恵（え
ひめ中央）▽くり研究同志会長賞＝三瀧俊二（ひ
がしうわ）、満井敏子（愛媛たいき）、佐々木清
幸（同）
【果実部門】▽愛媛県知事賞＝宮脇繁徳（愛媛
たいき）▽全農愛媛県本部長賞＝山村信昭（え
ひめ中央）▽くり研究同志会長賞＝富永健三（ひ
がしうわ）、和田清光（えひめ中央）、岡田廣實
（同）

　㈱ひめライス協賛「第39回テレビ愛媛杯愛媛
県ママさんバレーボール大会」が、９月22日、
愛媛県総合運動公園体育館で開かれ、インティ
御荘（南宇和郡）が初優勝を飾りました。
　大会には県内41チームの中から東・中・南予の
各地区予選を勝ち抜いた16チームが参加。選手た
ちは家族の声援を受けながら熱戦を展開しました。
　決勝戦でフルセットの接戦を制したインティ
御荘のメンバーは「初めての金メダルが獲れて
うれしい」と涙を見せながら初優勝を喜んでい
ました。準優勝は三瓶クラブ（西予市）、３位
は雄郡体協COM（松山市）、今治清水クラブ（今
治市）が入りました。
　㈱ひめライスは、スポーツ振興を通した健康
で明るい家庭づくりに貢献しようと、同大会に
毎年協賛。今回も３位以内の上位４チームのメ
ンバー全員に新米無洗米『あらうまい愛媛県産

コシヒカリ』と㈱えひめ飲料提供のポンジュー
スセットを、参加者全員にお米とひめライス
グッズをプレゼントしました。
　会場では、元全日本代表の杉山祥子さんらを
講師に迎えて「ちびっこバレーボール教室」も
開かれ、大会の模様は、10月11日、テレビ愛媛
で放映されました。

▲�果実部門で農林水産大臣賞を受賞した稲本さんの銀寄

▲�副賞のひめライスを持って優勝を喜ぶインティ御荘メンバー

12



●農業用アシストスーツ実証中

農業用アシストスーツ導入実証試験を実施！
10月15日、ＪＡ関係者を対象に実演会を開催しました
　ＪＡ全農えひめと愛媛県農産園芸課・農林水
産研究所果樹研究センター、県内４ＪＡが「農
業用アシストスーツ愛媛県導入実証委員会」（事
務局：ＪＡ全農えひめ営農販売部）は、収穫時
の積み下ろしなどの農作業の負担を軽減するロ
ボット「アシストスーツ」の導入試験を実施し
ています。
　アシストスーツは、和歌山大学の産学連携・
研究支援センターの八木栄一特任教授が農林水
産省のサポートを受けて開発を行っているも
の。人の体に装着して、農作業の動きに対応し
つつ、20～30㎏の荷物の持ち上げ作業等の負担
を軽減するロボット。①持ち上げ作業での腰ア
シスト、②中腰作業での姿勢保持アシスト、③
傾斜歩行・運搬等の歩行アシストをするロボッ
トで、作業性の向上や負担軽減が期待されてい
ます。
　「農業用アシストスーツ導入実証コンソーシ
アム」を設置し、10月から２月にかけて全国13
県・100台（各県５～８台）で実証試験を開始
する計画です。
　愛媛県でも、ＪＡ全農えひめと愛媛県農産園
芸課・農林水産研究所果樹研究センター、県内
４ＪＡが「農業用アシストスーツ愛媛県導入実
証委員会」を設置し、実証計画を策定。11月か
ら３か月間柑橘を中心に果樹・野菜・米麦を対
象に計８台を導入し、県内の農家やＪＡの選果
場などで導入実証試験を実施し、農家・職員に
よる装着・作業体験及びデータ収集、イベント
での実演による情報収集を行うことにしていま
す。
　10月15日には、愛媛県導入実証委員会取材に
より、愛媛県農林水産研究所果樹研究センター
で、ＪＡの担当者など26人が参加して「農業用
アシストスーツ実演会」を開催しました。メー
カー担当者から装着や使用方法、留意点などの
説明を受けた後、実際に試着して感触や操作方
法などを確認しました。

13



●えひめスイーツコンテスト2015

県内産農産物を使ったスイーツが勢ぞろい
　愛媛県産農産物を使ったスイーツを公募・審
査する「えひめスイーツコンテスト2015」（主
催：えひめ愛フード推進機構・愛媛新聞グルー
プ、共催：ＪＡ全農えひめ）の最終審査と結果
発表、表彰式が、10月９日、松山市道後湯之町
の大和屋本店で開かれました。
　コンテストは、プロ部門（生菓子の部・ギフ
ト菓子の部）、アマチュア部門・学生部門に分
けて、県産農産物を活用した和洋菓子を募集。
　県内外からプロ部門63作品（生菓子の部44作
品・ギフト菓子の部19作品）、アマチュアの部
26作品、学生部門166作品の計255件の応募があ
り、最終審査は書類審査を通過した各７～８点
を愛媛県愛南町出身の和泉光一さんのほか、鎧
塚俊彦さんら有名シェフ・パティシエなど審査
員が試食・審査の結果、各賞が決まりました。
　プロ部門では、生菓子の部で堀内和子さん（愛
媛調理製菓専門学校）の「lunu（リュンヌ）～
十六夜～」、ギフト菓子の部で大山裕恭さん（松
前町・ケーキ工房あるにも）の「みかんの花道」
が、グランプリに輝きました。
　堀内さんの作品は、愛媛の薫り高い柑橘を
使って「仲秋の名月」を表現。大山さんの作品
は、「ミカン畑が身近にある愛媛の風景を見て、
柑橘の種類の豊富さを食べて感じていただきた
い」というものでした。
　アマチュア部門金賞は加地まゆみさん（四国
中央市）の「まきぐりあんもないと」、学生部
門金賞は、八木梓さん（河原パティシエ・医療・
観光専門学校）の「愛しい南予」が受賞しました。

　同コンテストは７年目。今回は、アマチュア・
学生部門優秀作品を商品化し、「えひめいやし
の南予博2016」事業と連携して南予地区での販
売が計画されています。入賞作品は、えひめ愛
フード推進機構ホームページ内「スイーツプロ
ジェクト」の中で紹介されています。

▲堀内さんの「lunu（リュンヌ）～十六夜～」

●えひめほろよいフェスタ’15

愛媛産米の消費拡大に向けてイベントに協賛！
　10月１日の「日本酒（ライスワイン）の日」
にあわせ、松山市堀之内の城山公園内管理広場
で、今年も愛媛県酒造協同組合の主催により「え
ひめほろよいフェスタ’15」が開かれました。
　このフェスタは、愛媛の地酒の地産地消を呼
びかける毎年の恒例行事。ＪＡ全農えひめも愛
媛県産米の『しずく媛』・『松山三井』のブラン
ド化・生産振興と消費拡大に向けて毎年協賛し
ています。

　今回は県内18の蔵元が参加。雨天で立食形式
となりましたが、会場には1,000人近くが来場
し、屋台コーナーの料理をつまみに、蔵元から
出された地酒の美味しさを味わったり、飲み比
べを楽しんでいました。このイベントに協賛し
たＪＡ全農えひめとグループ会社は、お楽しみ
抽選会に賞品を提供し、今年もイベントを盛り
上げました。
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15

内
各
地
で
麦
ま
き
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
冬
の
寒
さ
に
耐
え
て
成

長
し
、
収
穫
期
の
５
月
頃
に
は
黄
金
色
の

麦
穂
が
風
に
そ
よ
ぎ
ま
す
。麦
に
は
小
麦
、

二
条
大
麦
、
六
条
大
麦
、
は
だ
か
麦
な
ど

の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
今
月
は
、
こ
の

中
か
ら
愛
媛
県
の
は
だ
か
麦
の
生
産
推
移

に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

　　　　

平
成
27
年
産
は
だ
か
麦
の
都
府
県
の
作

付
面
積
（
子
実
用
）
は
１
、７
３
０
ha
で
、

前
年
産
に
比
べ
て
90 

ha
（
５
％
）
増
加
し

ま
し
た
。
10
ａ
当
た
り
収
量
は
２
２
０
㎏

で
、
前
年
産
に
比
べ
て
77
㎏
下
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
作
付
期
間
を
通
じ
て
、
降

雨
と
日
照
不
足
に
よ
る
発
芽
不
良
、
分
げ

つ
の
抑
制
、
登
熟
不
良
と
な
っ
た
た
め
で

す
。
収
穫
量
は
３
、８
１
０
ｔ
で
、
前
年

産
に
比
べ
て
１
、０
６
０
ｔ
減
少
し
ま
し

た
（
図
１
）。

　　

愛
媛
県
の
は
だ
か
麦
の
作
付
面
積
は
、

平
成
19
年
産
ま
で
は
減
少
傾
向
で
し
た

が
、
平
成
20
年
産
以
降
は
増
加
傾
向
に
転

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
は
だ
か

麦
の
収
穫
量
は
、
昭
和
62
年
産
以
降
29
年

連
続
で
全
国
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

は
だ
か
麦
は
、
大
麦
の
一
種
で
脱
穀
す

る
と
簡
単
に
殻
が
取
れ
る
の
が
特
徴
で

す
。
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、昔
か
ら
押
麦
、

麦
茶
、
味
噌
な
ど
日
本
型
食
生
活
に
欠
か

せ
な
い
伝
統
的
な
食
品
に
加
工
さ
れ
て
い

て
、
近
年
で
は
、
焼
酎
や
発
泡
酒
、
パ
ン

な
ど
の
原
料
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
更
な
る
生
産
拡
大
を
進
め
、
実

需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
良
質
な
麦
の
安

定
供
給
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
支
局

付
面
積
（
子
実
用
）
は
５
、１
８
０
ha
で
、

前
年
産
に
比
べ
て
60 

ha
（
１
％
）
減
少
し

ま
し
た
。
10
ａ
当
た
り
収
量
は
２
１
６
㎏

で
、
前
年
産
に
比
べ
て
61
㎏
下
回
り
、
作

付
面
積
も
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
収
穫
量

は
３
、３
０
０
ｔ
減
少
の
１
万
１
、２
０
０

ｔ
と
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。

　

都
府
県
別
の
収
穫
量
は
、愛
媛
県
が
３
、

８
１
０
ｔ
（
34
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い

で
香
川
県
が
２
、４
５
０
ｔ
（
22
％
）、
３

位
は
大
分
県
で
１
、８
７
０
ｔ
（
17
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

都
府
県
の
作
付
面
積
、
収
穫
量
と
も
、

こ
の
３
県
で
全
国
の
約
７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

　　　　

平
成
27
年
産
は
だ
か
麦
の
愛
媛
県
の
作

29年連続日本一！ ～愛媛県のはだか麦の収穫量～
－ 平成27年産麦類（子実用）の作付面積及び収穫量（都府県）調査結果（概数）から －

都
府
県
の
作
付
面
積
、

収
穫
量
と
も
減
少

県

図２　平成27年産はだか麦の都府県別
　　　収穫量（子実用）割合

収穫量
１万1,200ｔ
（100％）

大分県
17％

福岡県
9％

山口県
5％

愛媛県
34％

香川県
22％

その他
13％

図１　はだか麦の作付面積及び収穫量（子実用）の推移
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収
穫
量
は
減
少



R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

９
月
号
の
答
え
は
「
み
き
ゃ
ん
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

兵
頭　

栄
子
さ
ん
（
西
予
市
）	

大
西　
　

傑
さ
ん
（
松
山
市
）

小
倉　

朝
美
さ
ん
（
松
山
市
）	

上
田
よ
し
子
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

越
智　

信
晴
さ
ん
（
今
治
市
）	

田
井
能
雅
昭
さ
ん
（
東
温
市
）

石
井　

茂
子
さ
ん
（
伊
方
町
）	

丹
下　

武
志
さ
ん
（
西
条
市
）

赤
松　

誌
朗
さ
ん
（
西
予
市
）	

入
船
美
沙
都
さ
ん
（
西
予
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
27
年
12
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
～
ど
」
１
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト ㈱

え
ひ
め
飲
料
の
商
品
が
、
10
月
に
β

–

ク
リ
プ
ト

キ
サ
ン
チ
ン
を
使
用
し
た
飲
料
で
は
初
め
て
、
消
費
者

庁
か
ら
「
機
能
性
表
示
食
品
」
と
し
て
届
出
が
受
理

さ
れ
た
ま
し
た
。
商
品
名
は
？

「
Ｐ
Ｏ
Ｍ
ア
シ
タ
ノ
○
○
○

み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
」

し
た
。
城
川
の
美
味
し
い
お
酒
、
ぜ
ひ
飲
ん
で
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
県
外
で
の
販
売
、
ネ
ッ
ト
直
販
の
情

報
も
欲
し
い
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に
帰
省
し
、
松
山
城
、
奥
道
後
な

ど
観
光
し
ま
し
た
。
松
山
が
観
光
客
、
特
に
外
国
人
の

方
で
賑
わ
っ
て
い
る
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
自
然

豊
か
で
空
気
も
き
れ
い
。
離
れ
て
い
る
と
見
え
て
く
る

愛
媛
の
良
さ
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す！　

故
郷
が
活

気
あ
ふ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

	
	

（
堺
市
・
金
内　

知
津
さ
ん
）

●
お
い
し
い
お
米
で
作
っ
た
お
酒
は
美
味
し
い
で
し
ょ
う

ね
。
さ
ら
に
代
表
の
中
城
英
敏
さ
ん
た
ち
の
情
熱
と
努

力
が
込
め
ら
れ
て
い
る
お
酒
は
他
に
な
い
味
が
す
る
と

思
い
ま
す
。
今
度
お
酒
を
買
う
と
き
は
「
城
川
郷
」
と

「
し
ず
く
媛
」
を
探
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
産
乾
椎
茸
を
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
を
載
せ
て
く

だ
さ
い
。

	
	

（
今
治
市
・
四
田　

有
美
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー「
え
が
お
の
種
ま
き
」を
読
ん
で
感
動
。
佐
々

木
貴
浩
さ
ん
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
結
果
が
素
敵
な
笑

顔
と
な
っ
て
報
わ
れ
、
明
る
い
未
来
が
見
え
て
く
る
よ

う
で
す
。
が
ん
ば
れ
、
貴
浩
さ
ん
。

	
	

（
松
山
市
・
平
岡　

秀
明
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
も
の
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。
私

も
生
ま
れ
て
か
ら
愛
媛
を
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

（
旅
行
は
別
）。
愛
媛
が
大
好
き
で
農
家
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
優
し
い
笑
顔
や
様
々
な
思
い
や

気
持
ち
が
正
直
あ
た
た
か
く
大
好
き
で
す
。
今
は
土
日

の
手
伝
い
程
度
で
し
か
農
業
も
携
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
覚
え
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
伊
藤　

ち
え
み
さ
ん
）

●
主
人
の
退
職
と
同
時
に
柑
橘
に
力
を
入
れ
二
人
三
脚
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
は
み
か
ん
学
級
の
参
加
等
勉
強

し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
に
熱
心
に
柑
橘
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
子
ど
も
が
退
職
す
れ
ば
後
を
継

い
で
く
れ
る
か
な
？　

元
気
な
限
り
頑
張
り
ま
す
！

　

先
日
、
熊
本
の
土
産
に
「
早
摘
み
デ
コ
ぽ
ん
す
」
を
い

た
だ
い
て
、
と
っ
て
も
さ
っ
ぱ
り
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

で
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
愛
媛
も
加
工
し
た
ら
よ
い
と

思
い
ま
す
。

	
	

（
上
島
町
・
益
崎　

君
枝
さ
ん
）

●
愛
媛
大
学
農
学
部
の
研
究
成
果
で
柑
橘
果
皮
と
牛
乳
を

同
時
摂
取
で
花
粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
緩
和
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
愛
媛
の
柑
橘
類
は
お
い

し
い
上
に
花
粉
症
に
も
い
い
、
も
っ
て
こ
い
だ
と
思
い

ま
す
。
み
か
ん
大
使
の
皆
様
、
自
信
を
も
っ
て
Ｐ
Ｒ
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
内
Ｊ
Ａ
直
売
所
販
売
高
１
０
０
億
円
突
破
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
見
ま
し
た
。
た
し
か
に
私
も
近
く
の

さ
い
さ
い
き
て
屋
に
行
け
ば
新
鮮
な
野
菜
は
山
積
み
さ

れ
、
好
き
な
も
の
が
自
由
に
選
べ
る
と
い
う
嬉
し
さ
が

あ
り
ま
す
。
今
は
消
費
者
に
と
っ
て
、
直
売
所
は
重
要

な
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

德
子
さ
ん
）

●
特
集
の
㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
の
取
り
組
み
を
読
ん
で
。
私
も

農
家
で
す
が
み
か
ん
農
家
な
の
で
「
に
こ
ま
る
」
の
こ

と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
か
ん
も
と
て
も
美
味
で

す
が
、
愛
媛
県
産
の
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
も
特
Ａ
を
と
っ

て
美
味
だ
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
愛
媛
の
美
味

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

み
か
ん
の
収
穫
が
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
手
も
み

か
ん
色
に
な
っ
て
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

	
	

（
松
山
市
・
別
府　

幸
恵
さ
ん
）

●
み
き
ゃ
ん
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
登
場
し
、
か
わ
い
い
で

す
ね
。
私
も
ひ
め
ラ
イ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応
募
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
県
内
各
地
で
産
直
市
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
行
く
機
会
も
な
い
の
で
、
特
集
し
て
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

	
	

（
松
山
市
・
中
野　

啓
子
さ
ん
）

●
ひ
め
ラ
イ
ス
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
今
月
の
裏
表
紙
の

み
き
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
大
好
き
で
す
。
姉
と
一
緒
に
毎
日
毎

日
て
っ
ぺ
ん
取
っ
て
ほ
し
く
て
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

一
生
懸
命
新
米
を
食
べ
て
、
で
き
れ
ば
Ａ
コ
ー
ス
み

き
ゃ
ん
曲
げ
わ
っ
ぱ
弁
当
箱
が
当
た
れ
ば
う
れ
し
い
な

あ
。
こ
の
弁
当
箱
を
持
っ
て
学
校
に
行
け
た
ら
最
高
だ

と
思
い
ま
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
岡　

夏
季
さ
ん
）

●
愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り
「
城
川
郷
」。
お
酒
の
知
識
が
あ

ま
り
な
い
の
で
、
ラ
ベ
ル
に
「
品
評
会
金
賞
受
賞
」
な

ど
と
あ
る
と
、
飛
び
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
受

賞
の
陰
の
蔵
人
さ
ん
達
の
大
変
な
努
力
に
心
打
た
れ
ま

★特集ではレインボーフェス
ティバルの様子を写真中心に
紹介しました。
　今年もＪＡ・生産者の皆さん
や各種団体の皆様のご協力に
より盛大に開催でき、来場者
も多く大好評でした。
　㈱えひめ飲料の「POMアシタ
ノカラダみかんジュース」が
消費者庁に「機能性表示食品」
として届出が受理されまし
た。
　β-クリプトキサンチンを使用
した飲料では初めて届出の受
理が公表された商品です。こ
れも柑橘県＝愛媛のチカラで
すね。	 （正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約229kcal
里芋（大）	 ４個（約400ｇ）
　片栗粉	 大さじ１
　塩	 少々
豚ひき肉	 160ｇ
高菜漬け（刻み）	 40ｇ
ニンジン	 1/4本（約30ｇ）
サラダ油	 大さじ１
　酒	 大さじ２
　砂糖	 大さじ１
　醤油	 大さじ１
水溶き片栗粉	 大さじ１～
ゴマ油	 小さじ１

〈作り方〉
①　里芋１個は１㎝の角切り、３個は１㎝幅の薄
切りにして、レンジにかける。

②　タマネギは薄切りにする。松山揚げは５㎜角
に切りトースターで焼く。

③　鍋にダシ、①の薄切り、タマネギを加え、柔
らかくなるまで煮る。

④　氷水などで③の粗熱を取り、ミキサーにかけ、
ザルで漉して、鍋に戻す。

⑤　Ⓐで味を調え、①の角切りを加え、温める。
⑥　器に盛り、青海苔と松山揚げを飾る。

※〈作り方〉④でスープの濃度が濃くなっていれ
ば、ダシを加えて調整を。

里芋のポタージュ 里芋のおやき里芋の焼き春巻き

〈作り方〉
①　里芋は縦８つに切り、レンジにかける。レン
コンは薄切りにし、サッと茹でて冷水にとる。

②　鮭はそぎ切りにする。
③　春巻きの皮を広げ、①、②、塩昆布、マヨネー
ズをかけて巻き、巻き終わりに水溶き小麦粉
をつけて留める。

④　油を熱して、③を焼く。

〈作り方〉
①　里芋は皮をむき、縦４つに切り、レンジにかけ、
柔らかくなればつぶし、Ⓐを加え混ぜる。

②　ニンジンはみじん切りにする。
③　フライパンにサラダ油を熱し、②と豚肉を炒
め、高菜漬けを加えてⒷを入れ、水溶き片栗粉
でとろみをつけて、ゴマ油を入れる。

④　①の生地を８等分し、それぞれ丸めて平らに
し、③の餡をのせて包み込み形を整える。

⑤　フライパンで④の両面を焼く。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約85kcal
里芋（大）	 ４個（約400ｇ）
タマネギ	 1/2個
ダシ（和風）	 500㏄
　味噌	 大さじ１
　みりん	 少々
　塩	 小さじ1/2
　薄口醤油	 小さじ1/2
松山揚げ	 1/4枚
青海苔	 少々

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約238kcal
里芋（大）	 ２個（約200ｇ）
レンコン	 1/2節（約60ｇ）
鮭（または塩鮭）	 ２切
塩昆布	 大さじ２
マヨネーズ	 大さじ２
春巻きの皮	 ８枚
水溶き小麦粉	 適量
油	 適量

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲

（
左
）
里
芋
の
焼
き
春
巻
き
、（
右
）
里
芋
の
お
や
き
、（
中
後
）
里
芋
の

ポ
タ
ー
ジ
ュ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓑ

粘りが強くて、甘みも濃くて、
色白、まあるい、伊予の美人ちゃん

今月の素材

里芋（伊予美人）

NOW NOWCOOKING
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を使用しています。
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